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３
月
22
日
㈯
に
湯
沢
市
市
制
施
行
20

周
年
記
念
式
典
が
湯
沢
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
と

来
賓
の
か
た
が
た
と
共
に
、
20
周
年
の

節
目
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
各
方
面
で
功
績
を
残
さ

れ
た
６
人
に
功
労
者
顕
彰
を
行
い
、
日

頃
か
ら
献
身
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
７

人
と
３
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
ほ

か
、
市
内
６
校
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

合
同
記
念
演
奏
に
加
え
、
湯
沢
南
中
学

校
合
唱
部
に
よ
る
市
民
歌
の
合
唱
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
出
身
で
第
99
代
内
閣
総

理
大
臣
の
菅す
が

義よ
し
ひ
で偉

衆
議
院
議
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
お
祝
い
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
を
次
の
20
年
に
向
け
た
新

た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
、
市
に
関
わ
る
全

て
の
か
た
が
た
と
力
を
合
わ
せ
、
活
力

と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

功
労
者
顕
彰

感
謝
状

（
前
列
）

前
一
般
社
団
法
人

湯
沢
市
観
光
物
産
協
会
会
長

高た
か
は
し橋  

弘ひ
ろ
た
か隆

氏

前
湯
沢
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

髙た
か
は
し橋  

喬き
ょ
う
じ司

氏

元
湯
沢
市
地
域
自
治
組
織

連
絡
協
議
会
会
長

佐さ
と
う藤  

敬け
い
き
ち吉

氏

前
湯
沢
市
消
防
団
長軍ぐ

ん
じ司  

信の
ぶ
ゆ
き幸

氏

日
本
語
教
室
講
師小お

ば
ら原  

惠え

み

こ
美
子
氏

（
後
列
）

湯
沢
市
交
通
安
全
母
の
会

髙た
か
し
ま嶋  

江え

み

こ
美
子

会
長

氏

音
楽
の
ま
ち
ゆ
ざ
わ
推
進
協
議
会

土つ
ち
だ田  

裕ひ
ろ
し志

副
会
長

氏

元
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

松ま
つ
く
ら倉  

勇ゆ
う
こ
う功

氏

前
湯
沢
市
社
会
教
育
委
員
会
議
議
長

宮み
や
は
ら原  

保や
す
お夫

氏

お
は
な
し　

は
あ
と

会
長

柏か
し
わ
ば
ら

原  

栄え
い
こ子

氏

守も
り
ぐ
ち口  

修お
さ
む 

氏

元
湯
沢
市
雄
勝
郡
歯
科
医
師
会
長

民
生
の
安
定

芳は

が賀  

誠ま
こ
と 

氏

元
湯
沢
市
教
育
委
員
会
委
員
長

教
育
の
発
展

故 

佐さ
と
う藤  

重し
げ
よ
し芳 

氏

元
全
国
森
林
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長

産
業
の
振
興

佐さ
と
う藤  

政ま
さ
ひ
ろ弘 

氏

前
湯
沢
市
雄
勝
郡
医
師
会
長

民
生
の
安
定

柴し
ば
た田  

貞さ
だ
ひ
こ彦 

氏

前
湯
沢
市
雄
勝
郡
歯
科
医
師
会
長

民
生
の
安
定

和わ

だ田  

隆た
か
ひ
こ彦 

氏

前
湯
沢
市
教
育
委
員
会
教
育
長

教
育
の
発
展

※
氏
名
の
掲
載
順
は
写
真
の
前
列
、

後
列
と
も
右
か
ら
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
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湯沢市議会議長あいさつ 湯沢市長あいさつ

湯
沢
市
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典


